
年間授業計画

高等学校 令和7年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

・古典常識を背景として、登場人物の行動の理由や
筆者の考えを理解することができる。
・文章が成立した背景をもとに作品を読むことがで
きる。

大修館書店「新編　文学国語」

国語

古典常識を背景に、文章の内容を理解することができる。

興味・関心をもって授業に取り組むことができる。

6

B 単元「行く河の流れ」
【知識及び技能】
・文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品の内容や解釈を踏まえ、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深めてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品が成立した背景に興味・関心
をもちながら本文を読もうとしてい
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識及び技能】
○本文を間違えずつかえずに読むことができ
ている。
○古語辞典を使い、本文の意味を詳細に理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
○筆者のものの見方、感じ方、考え方を理解
している。
○古典文法の知識を本文理解につなげてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
○興味・関心をもって授業に取り組み、作品
が書かれた時代と自身を結びつけて考えるこ
とができる。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○

知

【知識及び技能】
○本文を間違えずつかえずに読むことができ
ている。
○古語辞典を使い、本文の意味を詳細に理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
○筆者のものの見方、感じ方、考え方を理解
している。
○古典文法の知識を本文理解につなげてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
○興味・関心をもって授業に取り組み、作品
が書かれた時代と自身を結びつけて考えるこ
とができる。

○ ○ ○
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１
学
期

A単元「手のわろき人の」
【知識及び技能】
・文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品の内容や解釈を踏まえ、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深めてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・鎌倉時代を生きた筆者の日常に考
えを巡らせながら本文を読もうとし
ている。

○本文を間違えずに音読させる。
○本文の意味を詳細に理解させ
る。
○筆者の考え方や感じ方を理解す
る。

○本文を間違えずに音読させる。
○本文の意味を詳細に理解させ
る。
○筆者の考え方や感じ方を理解す
る。

○

○

定期考査

C 単元「忠度都落ち」
【知識及び技能】
・文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品の内容や解釈を踏まえ、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深めてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品が成立した時代に生きた人々
に興味・関心を持ち、共感や批判を
しながら本文を読もうとしている。

○本文を間違えずに音読させる。
○本文の意味を詳細に理解させ
る。
○登場人物の行動の理由を考えさ
せる。

国語

領域
評価規準

・古典特有の単語や活用語の活用形に注意しな
がら本文を読むことができる。
・古文や漢文を読むために必要な古典常識や語
彙を身につける。

○

定期考査

【知識及び技能】
○本文を間違えずつかえずに読むことができ
ている。
○古語辞典を使い、本文の意味を詳細に理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
○『平家物語』が持つ仏教的無常観を基礎と
して忠度の心情を理解している。
○古典文法の知識を本文理解につなげてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
○興味・関心をもって授業に取り組み、作品
が書かれた時代と自身を結びつけて考えるこ
とができる。

○○

○ ○ ○ ○

（６組：塚原　　）

【学びに向かう力、人間性等】

・興味・関心をもって授業に取り組み、作品が
書かれた時代と自身を結びつけて考えることが
できる。

文学国語

配当
時数

（１組：田村　　）

【 知　識　及　び　技　能 】古典単語その他、古語における活用のある自立語に注意して本文を読むことができる。

国語 文学国語 2

（２組：塚原　　） （３組：田村　　　） （４組：塚原　　） （５組：田村　　）

態

文学国語

1

〇

○

○

○

8

○ ○

○ ○

○ 〇
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1

【知識及び技能】
○本文を間違えずつかえずに読むことができ
ている。
○古語辞典を使い、本文の意味を詳細に理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
○『平家物語』が持つ仏教的無常観を基礎と
して能登殿の心情を理解している。
○古典文法の知識を本文理解につなげてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
○興味・関心をもって授業に取り組み、作品
が書かれた時代と自身を結びつけて考えるこ
とができる。

D 単元「能登殿最期」
【知識及び技能】
・文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品の内容や解釈を踏まえ、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深めてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品が成立した時代に生きた人々
に興味・関心を持ち、共感や批判を
しながら本文を読もうとしている。

○本文を間違えずに音読させる。
○本文の意味を詳細に理解させ
る。
○登場人物の行動の理由を考えさ
せる。



○

F　単元高階秀爾「夏の月」
【知識及び技能】
・文学的な文章やそれに関する文章
の種類や特徴などについて理解を深
めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品に表れているものの見方，感
じ方，考え方を捉えるとともに，作
品が成立した背景や他の作
品などとの関係を踏まえ，作品の解
釈を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
・古典作品に対する筆者の解釈を通
して古典作品を自らに引き付けて捉
えようとしている。

○読解を通して古典を鑑賞する視
座を得る。
○古典を身近なものとして捉え
る。

２
学
期

H　単元「小式部内侍が大江山の歌
の事」
【知識及び技能】
・文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品の内容や解釈を踏まえ、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深めてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・古典文法や和歌の修辞への理解を
深めることで、古典作品の解像度が
上がることを理解できる。

○本文を間違えずに音読させる。
○本文の意味を詳細に理解させ
る。
○登場人物の行動の理由を考えさ
せる。
○和歌の修辞を理解する。

○ ○

３
学
期

○

【知識及び技能】
○語句の意味を、注や辞書を手がかりに理解
し、自らの表現に生かしている。
○作者についての知識をもち、日本近代文学
史の流れを把握して、他者に説明している。
○作品のあらすじをつかんで各段落の内容を
理解し、場面の展開を簡潔にまとめている。
【思考力、判断力、表現力等】
○李徴の人生を踏まえつつ、「虎」になると
はどういうことなのか自分なりに思考を深め
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
○興味・関心をもって授業に取り組み、作品
が書かれた時代と自身を結びつけて考えるこ
とができる。

【知識及び技能】
○本文中の語句や表現を正しく理解すること
ができる。
○本文の構成を正しく把握することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
○筆者の古典批評を足掛かりに自分の言葉で
古典作品を批評できる。
○古典作品の良し悪しを自分の価値観に引き
付けて他者に説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
○興味・関心をもって授業に取り組み、作品
が書かれた時代と自身を結びつけて考えるこ
とができる。

E　単元中島敦「山月記」
【知識及び技能】
・作品の成立背景を理解する。
・本文に用いられている語句の意味
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品の内容や解釈を踏まえ、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深めてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に興味をもち、登場人物の生
き方から自分自身の生き方に関する
考えを深めようとしている。

○本文を間違えずに音読させる。
○本文の意味を詳細に理解させ
る。
○登場人物の行動の理由を考えさ
せる。

○

○

1

合計

70

〇 〇

【知識及び技能】
○本文を間違えずつかえずに読むことができ
ている。
○古語辞典を使い、本文の意味を詳細に理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
○筆者のものの見方、感じ方、考え方を理解
している。
○古典文法の知識を本文理解につなげてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
○興味・関心をもって授業に取り組み、作品
が書かれた時代と自身を結びつけて考えるこ
とができる。

〇○ 5

〇○

I　単元「大根の恩返し」
【知識及び技能】
・文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品の内容や解釈を踏まえ、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深めてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・数百年前を生きた人の価値観を想
像力や共感力を用いて自らに引き付
けて捉えようとしている。

○本文を間違えずに音読させる。
○本文の意味を詳細に理解させ
る。
○古典を身近なものとして捉え
る。

7

〇 〇

〇 〇 〇

8

〇 1

〇 8

定期考査 〇 〇

G　単元「文字一つの返し」
【知識及び技能】
・文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品の内容や解釈を踏まえ、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深めてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・古典文法や和歌の修辞への理解を
深めることで、古典作品の解像度が
上がることを理解できる。

○本文を間違えずに音読させる。
○本文の意味を詳細に理解させ
る。
○登場人物の行動の理由を考えさ
せる。
○和歌の修辞を理解する。

○ ○

【知識及び技能】
○本文を間違えずつかえずに読むことができ
ている。
○古語辞典を使い、本文の意味を詳細に理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
○和歌の解釈を通して、古典の世界の人々の
ものの見方、感じ方、考え方を理解してい
る。
○古典文法の知識を本文理解につなげてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
○興味・関心をもって授業に取り組み、作品
が書かれた時代と自身を結びつけて考えるこ
とができる。

〇 〇

【知識及び技能】
○本文を間違えずつかえずに読むことができ
ている。
○古語辞典を使い、本文の意味を詳細に理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
○和歌の解釈を通して、古典の世界の人々の
ものの見方、感じ方、考え方を理解してい
る。
○古典文法の知識を本文理解につなげてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
○興味・関心をもって授業に取り組み、作品
が書かれた時代と自身を結びつけて考えるこ
とができる。

〇 〇 〇 8

定期考査 〇 〇 〇 1

〇〇〇
定期考査


